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令和5年度 知事賞誉 受賞チーム一覧

【① 安芸県税事務所 自動車税徴収チーム】

厳正な滞納整理と相手の立場に立った納税指導を行うなど、きめ細やかな滞納整理に事務所一

丸となって取り組み、令和４年度決算において自動車税現年課税分で徴収率 100％を達成し、
県全体の収入率の底上げに貢献

【② 消防政策課 ＬＰガス料金高騰対策チーム】

ＬＰガス料金が高止まりするなか関係団体と綿密に協議を重ね、料金の高騰対策として全国３

例目となるＬＰガス料金高騰対策支援事業費補助金を創設し、一般消費者等に対して速やかに

支援を行うなど、ＬＰガス利用者の生活支援に貢献

【③ 能登半島地震被災地支援チーム】

能登半島地震に際して石川県からの要請に基づき、保健師などによる活動体制を迅速に構築す

るとともに、避難所の環境整備や避難者の健康管理を行うことなどにより、被災者の支援に貢

献

【④ 地域福祉政策課 地域共生社会推進チーム】

「高知家地域共生社会推進宣言」の機運の高まりを民間企業や団体にまで広げ、共同宣言の取

組拡大に尽力するとともに、専門職などを対象に研修を実施し、幅広い層への浸透に寄与する

など、「高知型地域共生社会」の実現に向けた取組をオール高知で進める気運の醸成に貢献

【⑤ 歴史文化財課 「土佐の伝統芸能まつり」開催チーム】

令和５年度から新たに立ち上げた高知県文化遺産総合活用推進委員会の事務局として、「土佐

の伝統芸能まつり」を開催し地域に伝わる貴重な民俗芸能を次代へ継承するため、県民の民俗

芸能への関心と理解を深め、郷土文化の保存や伝承を支援する気運の醸成に貢献

【⑥ 人口減少対策チーム】

本県の最重要課題である人口減少対策を全庁をあげて強力に推進するため、人口減少対策プロ

ジェクトチームを設置し、総合的な対策をとりまとめるなど、本県の人口減少対策のマスター

プランに位置づけられる新たな戦略、「高知県元気な未来創造戦略」の策定に貢献

【⑦ 中山間地域対策課 中山間地域再興ビジョン策定チーム】

庁内外の多くの意見を取り入れながら中山間地域の活力を取り戻し、住民が将来に希望を持っ

て暮らし続けられる道しるべとなる「中山間地域再興ビジョン」を策定し、少子化対策と一体

となった新たな中山間対策の推進に貢献
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【⑧ 商工労働部 ＤＸプロジェクトフリーアドレス円滑導入チーム】

県庁で初めてとなる、スマートオフィスの整備及びフリーアドレスの導入を円滑に進めるため

の運用ルールづくりなどに取り組み、全面移行を実現するとともに、モデル職場としてその効

果などを実証し、場所や紙にとらわれない働き方の推進に貢献

【⑨ 台湾定期チャーター便誘致・歓迎チーム】

本県初となる国際定期チャーター便の就航を実現するとともに、全ての運航日において温かい

お出迎えや誘導のサポートを行い台湾のお客様の満足度向上に努めることで、運航期間の延長

につながる高い搭乗率の維持を後押しし、国際観光の推進に貢献

【⑩ 畜産振興課 食肉センター整備準備チーム】

高知市新食肉センターの整備及び運営会社の支援等に取り組み、令和５年４月１日の操業開始

を実現させるとともに、その後も運営や販売促進などの支援に尽力し、「ミートプロこうち」の

経営安定化に向けて貢献

【⑪ 木材増産推進課 再造林推進チーム】

森林吸収源対策と持続可能な林業振興に向け「再造林推進プラン」を策定するとともに、林業

関係７団体と県を発起人とする「高知県再造林推進会議」を設立し、「再造林推進宣言」の採択

に尽力するなど、本県の再造林の推進に貢献

【⑫ ウナギ稚魚の許可漁業化及び漁業の適正化チーム】

ウナギ稚魚採捕の知事許可漁業への移行に際して、資源保護を念頭においた制度設計や関係者

の調整を精力的に行い円滑な移行に取り組むとともに、巧妙化する密漁に対して警察等関係機

関との連携及びデジタル機器の積極的な導入などにより取締りを強化し、漁業の適正化に貢献

【⑬ 都市計画課 地区計画策定指針改定チーム】

高知広域都市計画区域において、地域の実情を踏まえた実効性のある開発規制の緩和を行い、

少子高齢化や南海トラフ地震などに対応したまちづくりの促進に貢献

【⑭ 総務事務センター 競争入札参加資格審査対応チーム】

一般競争入札及び指名競争入札の参加資格審査業務において、電子申請やＡＩ－ＯＣＲ、

ＲＰＡの活用などによる事務の改善に取り組み、申請者の負担軽減と審査業務の効率化や

経費節減に貢献

【⑮ 教育政策課 教育企画・とさまなチャンネルチーム】

次世代総合教育会議等を通じて幅広い意見を取り入れ基本目標等の抜本的な見直しや施策の

充実を盛り込んだ次期教育大綱・基本計画の策定に貢献するとともに、YouTube「とさまなチ
ャンネル」を開設し、県民の教育への関心の向上や教育委員会のＰＲに繋げる情報発信に貢献


